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１．研究計画の概要
(1)わが国で新たに導入された内部統制監査
制度を実効性あるものとするために，先行す
るアメリカやフランスの実情分析から得ら
れる知見に基づいて，内部統制監査制度の進
むべき方向性を示すことを第一の目的とす
る。そのために，制度化において先行するア
メリカ，フランス両国の内部統制報告書及び
内部統制監査報告書を分析し，内部統制監査
制度を実際に運用していく上での留意点を
明らかにする。
(2)内部統制監査制度のあるべき姿を示すと
ともに，内部統制監査がこれまでの監査研究
ならびに監査制度にパラダイムの転換を迫
るものであるとの認識の下で，内部統制の整
備・運用に関して企業経営者が負うべき責任
を明確にしながら，社会からの要求に応えら
れる監査のあり方を提示する。

２．研究の進捗状況
(1)日米仏各国における内部統制報告・監査制
度に関する基準およびフレームワークにつ
いて，わが国の企業会計審議会および日本公
認会計士協会の報告書，アメリカの PCAOB
による監査基準，フランスの金融市場機構
(AMF)および会計監査役協会の基準等に基
づいて資料を収集し，それらの分析を概ね完
了した。必要に応じて最新の動向に基づく補
完を行いながら今後の作業を進める。
(2)わが国の実態については，金融庁の企業開
示データベース(EDINet)における公開情報
などに基づいて分析を行ってきた。またフラ
ンスについては，AMF による年次報告と企
業情報のデータベースに基づいて分析を行
っている。アメリカについてもデータ収集の
見通しがついており，作業はほぼ予定通り進

行している。
(3)現段階では，日米仏各国における内部統制
報告・監査制度がそれぞれの国情によって異
なる思想の下で，異なった役割・機能を担っ
ているのではないかということが明らかに
なってきた。それぞれの特徴と課題について
の検討をさらに深めることによって，最終年
度中に内部統制報告・監査制度のあり方につ
いての総括的な結論をとりまとめることが
できる目処がついたと考えている。

３．現在までの達成度
②概ね順調に進展している。

これまでに結論を得るのに必要な理論的
基礎情報ならびに実態分析に必要なデータ
の収集と各国別の分析がほぼ完了し，最終年
度にこれらを総括的に分析・評価することで，
内部統制報告・監査制度のあり方について具
体的な方向性を提示できる目処がついてい
る。

４．今後の研究の推進方策
最終年度においては，日米仏における内部

統制報告・監査制度の動向および実態につい
て整理した上で，それぞれの特徴，課題など
を明らかにする。その上で，当該制度を社
会・経済的に有意義なものとするためにはど
うあることが望ましいかを提言としてまと
めて公表する予定である。

５. 代表的な研究成果
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